
名西消防組合公告第１号

入 札 公 告

消防救急デジタル無線基地局整備工事について、次のとおり一般競争入札を実施するので、地

方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第167条の６及び名西消防組合財務規則（昭和57年４月１

日規則第５号）第１条の規定により準用する石井町財務規則(昭和42年石井町規則第２号）第98条

の規定により公告する。

令和７年４月14日

名西消防組合管理者

石井町長 小林 智仁

１ 入札に付する事項

(1) 工 事 名 消防救急デジタル無線基地局整備工事

(2) 工 事 場 所 徳島県名西郡石井町高川原字高川原66番1

名西消防組合石井消防署（令和８年３月竣工予定。以下「新庁舎」という。）

(3) 工 事 概 要 「消防救急デジタル無線基地局整備工事仕様書」（以下「仕様書」という。）

のとおり

(4) 工 期 契約締結日の翌日から令和８年３月26日まで

(5) 設 計 金 額 86,360,000円（税抜き）

(6) そ の 他

① この工事の請負契約の締結については、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処

分に関する条例（昭和53年条例第10号）第２条の規定により、議会の議決を得るまでは、仮

契約とする。この場合、発注者において名西消防組合議会の議決を得た時は、正式に契約が

成立したものとする。

② この工事は、単体企業での施工とする。

２ 入札日程

(1) 仕様書等の閲覧 令和７年４月14日(月)～令和７年４月22日(火）

(2) 質問書の受付期間 令和７年４月14日(月)～令和７年４月22日(火）

(3) 参加申請書の受付 令和７年４月14日(月)～令和７年４月22日(火）

(4) 質問書の回答閲覧 令和７年４月14日(月)～令和７年４月30日(水）

(5) 参加資格確認結果 令和７年４月25日(金)まで

(6) 入札日(即日改札） 令和７年５月９日(金）

３ 入札参加要件

本入札に参加する者（以下、「応募者」という。）は、次に掲げる要件をすべて満たす単独企

業とする。応募者は、工事の一部を再委託することができるものとする。

(1) 令和７年度において、名西消防組合の入札参加資格者名簿に登録されている者であること。

(2) 平成25年度以降に消防救急デジタル無線基地局の納入及び設置の実績があること。

(3) 契約拠点（本支店・営業所等）が四国内にあり、修理対応可能な技術者を有すること。

(4) 消防救急デジタル無線設備製造製作会社（以下「メーカー」という。）から機器の供給が行



われる旨の証明書（メーカー側代表者の印があるもの）を提出できる者であること。なお、

メーカー側発行の証明書等については１社１通のみとし、複数のメーカーからの証明書等は

認めない。また、証明書を発行したメーカーの当事業の参加も認めないものとする。

(5) 令和２年度以降に消防救急デジタル無線設備の保守点検事業の実績があり、かつ、登録検

査等事業者として、法定点検となる定期検査を実施したことを証明できる者であること。

(6) 本件入札公告時点において、競争入札に参加する者と３か月以上の恒常的な雇用関係を有

する電気通信工事に係る監理技術者又は主任技術者（以下「監理技術者等」という。）を本工

事に専任で配置できるとともに、現場代理人を常駐（設置工事期間に限る）で配置するもの

とする。なお、現場代理人と監理技術者等は兼任できるものとする。

(7) 地方自治法施行令第167条の４の規定に該当しない者であること。

(8) 手形又は小切手の不渡り等により銀行取引停止処分を受けていない者であること。

(9) 会社更生法（平成14年法律第154号）に基づく更生手続開始の申立て、民事再生法（平成11

年法律第225号）に基づく再生手続開始の申立てがなされた者（更生手続又は再生手続き開始

の決定を受けた後、競争入札参加再審査申請を提出し、受理された者を除く。）でないこと。

(10) 入札公告日から入札日までの間に、石井町が行う調達契約からの暴力団等排除措置要綱（平

成21年石井町告示第56号）に基づき暴力団関係者であると認定を受け、契約排除措置中の者

でないこと。

(11) 入札公告日から入札日までの間に、徳島県、石井町又は神山町から指名停止措置を受けて

いない者であること。

４ 入札担当

〒７７９－３２２３ 徳島県名西郡石井町高川原字高川原66番８

名西消防組合消防本部 総務課

TEL：088－674－6788 FAX：088-674-6706

E-mail：soumu@myozai119.jp

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：http://myozai119.jp/

５ 仕様書の閲覧又は貸出

(1) 閲覧期間 令和７年４月14日（月）～令和７年４月22日（火）

（土曜日、日曜日、祝日を除く）

（2）閲覧時間 午前９時から午後５時まで

(3) 閲覧場所 名西消防組合消防本部 総務課

６ 質問書（様式第１号）及び回答

名西消防組合ホームページ(以下「名西消防ＨＰ」という。）からダウンロードした様式によ

り作成すること。

(1) 質問書の受付

令和７年４月14日（月）～令和７年４月22日（火）

質問書の様式により電子メールで入札担当課まで提出すること。(PDF等に変換しないこと。）

(2) 上記の質問に対する回答について

令和７年４月24日（木）までに名西消防ＨＰにおいて公表するものとする。

７ 入札の参加申請

入札に参加しようとする者は、一般競争入札参加確認申請書（様式第２号）及び(2)に掲げる

参加要件の確認資料(以下「申請書等」という。）を作成し、入札参加資格の確認を受けなけれ

ばならない。

なお、押印には、名西消防組合に提出している使用印鑑届の使用印を使用すること。

(1) 提出期間

令和７年４月14日（月）～令和７年４月22日（火）(土、日及び祝日を除く。）

午前９時から午後５時まで(正午から午後１時までを除く。）



(2) 参加要件の確認資料の提出

第３項に掲げる入札参加要件を有することを証明するため、次のとおり資料を提出するも

のとする。

① 令和７年度において、名西消防組合に提出している一般競争入札参加資格審査申請時の

同申請書（様式第１号）及び使用印鑑届（様式第３号）の写し

② 工事契約書等の消防救急デジタル無線基地局の納入、設置工事の元請けであることを確

認できる書類の写し

③ 契約拠点（本支店・営業所等）が四国内にあることを確認できる書類の写し

④ メーカーから機器の供給が行われる旨の証明書等

⑤ 保守点検契約等の消防救急デジタル無線設備の保守点検業務の元請けであることを確認

できる書類の写し

⑥ 電気通信工事に係る監理技術者等の配置予定者名簿及び監理技術者等を確認できる書類

並びに雇用関係が確認できるもの（健康保険証の写し等）を添付すること。

なお、保険者番号及び被保険者の記号・番号等が記載されている場合は、その箇所をマ

スキングして写しを添付すること。

⑦ 入札参加資格確認票(様式第３号）

(3) 申請書等の様式は、名西消防ＨＰからダウンロードすること。

(4) 申請書等の作成、提出に要する費用は、入札参加者の負担とする。

(5) 提出された申請書等は、返却しない。

(6) 提出後は、原則として申請書等の差し替え及び再提出は認めない。

８ 申請書等の提出方法

申請書等(1部）を、下記へ持参又は郵送(書留郵便に限る。）すること。

ただし、郵便による場合は、任意の封筒で表面に朱書きで「一般競争入札参加確認申請書等

在中」と記載し、提出期間末日午後５時までに必着のこと。

提出先 〒７７９－３２２３

徳島県名西郡石井町高川原字高川原66番８

名西消防組合消防本部 総務課

９ 入札参加資格の確認結果

一般競争入札参加資格承認通知書(様式第４号）又は一般競争入札参加資格非承認通知書(様

式第５号）を令和７年４月25日(金）までに参加者に通知する。

10 入札方法等

(1) 入札方法

① 紙入札方法により入札を行う。

② 入札書は、名西消防ＨＰからダウンロードした様式により作成すること。

③ 入札書は、本人又は代理人の持参とし、代理人の場合は必ず委任状を持参すること。

(2) 入札の日時及び場所

① 入札の日時 令和７年５月９日（金）午前10時

② 入札の場所 徳島県名西郡石井町高川原字高川原66番８

名西消防組合消防本部 ２階会議室

(3) 入札書の提出

① 入札書は、入札者の氏名を表記し、指定された場所・時刻までに入札箱に投入しなけれ

ばならないものとし、指定の時刻内に入札書を提出しない者は、入札を棄権したものとし

て取り扱う。

② 入札参加者は、入札書を一旦入札箱に投入した後は、その引き換え、変更又は取り消し

をすることができない。

③ 入札執行者は、次のいずれかに該当する者の入札を拒否し、又は入札場外に退去させる



ことができる。

ア 入札参加者以外の者

イ 入札開始時刻に遅刻した入札参加者

ウ 入札執行係員の指示に従わない入札参加者

④ 入札執行回数は２回までとする。

⑤ 入札参加者は、代理人をして入札させるときは、委任状を入札執行前に提出し、その代

理人の名において入札するものとする。この場合において、代理人の身分証明書(市町村長

発行）は、不要とする。

⑥ 代理人等が入札する場合の記入例

代理人の場合 復代理人の場合

住 所 住 所

商号又は名称 商号又は名称

代表者 氏名 代表者 氏名

代理人 氏名 (印） 代理人 住所

商号又は名称

氏名

復代理人 氏名 (印）

(4) 開札の日時

入札書の投入終了後、即時開札する。

(5) 入札書に記載の金額

落札決定に当たっては、入札書に記載された金額に当該金額の100分の10に相当する額を加

算した金額(当該金額に１円未満の端数があるときは、その端数金額を切り捨てた金額）をも

って落札とするので、入札参加者は、消費税及び地方消費税にかかる課税事業者であるか免

税事業者であるかを問わず、見積もった契約希望金額の110分の100に相当する金額を入札書

に記載すること。

(6) 入札保証金 免除

(7) 入札の辞退

入札を辞退するときは、入札執行前に辞退届を提出すること。

(8) 入札参加者が１人の場合でも、入札を執行する。

11 工事費積算内訳書の提出

（1）工事費積算内訳書は、名西消防ＨＰからダウンロードした様式により作成すること。

(2) 入札書を入札箱に投入する際に、入札書記載の入札金額に係る工事費積算内訳書を入札執

行係員に提出する。

(3) 入札書に記載の金額と工事費積算内訳書記載の合計金額(税抜き）が一致しない場合には失

格とする。

12 入札の無効等

(1) 入札参加資格の承認を受けたが、開札時点において第３項に掲げる事項のいずれかに該当

しなくなった者の入札は無効とする。

(2) 次の各号のいずれかに該当する入札は、無効とする。

① 入札参加資格がないと認められた者及び虚偽の申請を行った者のした入札

② 記名押印のない入札

③ 入札事項を表示せず、若しくはその記載事項が不明確であり、又は一定の金額をもって

価格を表示しない入札

④ 同一事項に対してした２通以上の入札

⑤ 他人の代理人を兼ね、又は２人以上の代理をした者の入札

⑥ 委任状を持参しない代理人が行った入札

⑦ 入札金額を訂正した入札及び入札の年月日（日付）を誤り又はその記載のない入札

⑧ 前各号に掲げるもののほか、入札に関する条件に違反した入札



13 落札者の決定

(1) 予定価格の制限範囲内の金額のうち、最低価格で入札した者を落札者とする。

(2) 予定価格の制限範囲内の金額の入札がないとき再度の入札を行う。ただし、当初の入札に

参加した者でなければ参加することができない。

(3) 前項各号により入札が無効となった者は、再度入札に参加することができない。

(4) 落札となるべき同価格の入札をしたものが２人以上あるときは、くじにより落札者を決定

する。

14 落札者の手続、契約に関する事項等

(1) 契約に使用する言語等

契約手続において使用する言語及び通貨は、日本語及び日本国通貨とする。

(2) 契約書作成

この契約を証するため、書面により契約書を作成する。

（3）契約の時期

議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定により議会

の議決が必要な工事であるため、落札者の決定後、請負契約（仮契約）を締結し、議決後に

本契約とする。

(4) (3)の議会の議決が得られなかった場合においても、名西消防組合は落札者に対し、いか

なる責任も負わないものとする。

(5) 落札決定から起算して、７日以内に請負契約（仮契約）を締結しないときは、落札者の落

札はその効力を失う。

(6) 契約保証金

契約に際しては、請負代金額（消費税及び地方消費税の額を含む）の100分の10以上に相当

する契約保証金を納めなければならない。ただし、金融機関の保証又は前払保証事業会社の

保証をもって契約保証金の納付に代えることができる。また、公共工事履行保証証券の保証、

又は履行保証保険契約を締結した場合は、契約保証金の納付を免除する。

(7) 落札者は、本工事に専任で配置する監理技術者等を選任し、本契約締結日までに名西消防

組合に書面で通知するものとする。

15 落札者の決定後からの参加資格要件等の取扱い

(1) 落札者の決定後、請負契約締結となるまでの間において、落札者が第３項各号に掲げる事

項のいずれかに該当しなくなった場合、石井町が行う調達契約からの暴力団等排除措置要綱

に基づき暴力団関係者であるとの認定を受け契約排除措置を受けた場合又は石井町建設業者

指名停止要綱に基づく指名停止の措置を受けた場合は、落札決定を取り消し、請負契約を締

結しない。

(2) 前号の場合において、名西消防組合は落札者に対していかなる責任も負わないものとする。

16 支払い条件

(1) 前金払（石井町公共工事標準請負契約約款に関する規則（令和２年石井町規則第13号。以

下「契約約款」という。）第35条第1項関係）

保証事業会社と前金払の保証契約を締結した場合は、請負代金額の10分の４以内の前払金

の支払いを請求することができる。

(2) 中間前金払（契約約款第35条第3項関係）

契約約款第35条第１項の規定により前払金の支払いを受けた後、保証事業会社と中間前金

払の保証契約を締結した場合は、請負代金額の10分の２以内の中間前払金の支払いを請求す

ることができる。この場合においては、あらかじめ、契約担当者から次の要件をすべて満た

していることについて認定を受けなければならない。

① 中間前金払を受ける年度の工期の２分の１を経過していること。

② 工程表により中間前金払を受ける年度の工期の２分の１を経過するまでに実施すべきも

のとされている当該工事に係る作業が行われていること。



③ 既に行われた当該工事に係る作業に要する経費が請負代金額の２分の１以上の額に相当

するものであること。

(3) 部分払（契約約款第38条第1項関係）

工事の完成前に、出来形部分並びに工事現場に搬入済みの工事材料及び製造工場等にある

工場製品（監督員の検査を要するものにあっては当該検査に合格したもの、監督員の検査を

要しないものにあっては設計図書で部分払の対象とすることを指定したものに限る。）に相応

する請負代金相当額の10分の９以内の額について部分払を請求することができる。ただし、

この請求は、工事期間中３回を超えることができない。

(4) 仕様書に記載の全ての工事の完成を確認するための検査に合格したときは、請負代金の支

払を請求することができる。

(5) その他

契約約款の規定による。

17 参加資格要件を満たしていないと認められた者に対する理由の説明

参加資格要件を満たしていないとされた者は、名西消防組合管理者に対して、その理由につ

いての説明を書面により求めることができる。説明を求める場合は、書面(任意様式）を持参又

は郵送により提出しなければならない。

(1) 提出期限

一般競争入札参加資格非承認通知書の通知の日の翌日から起算して５日以内(土、日及び祝

日を除く。)に提出すること。

(2) 提出時間

午前10時から午後５時まで（正午から午後１時までを除く。）

(3) 提出場所

〒７７９－３２２３

徳島県名西郡石井町高川原字高川原66番８

名西消防組合消防本部 総務課

TEL：088－674－6788 FAX：088-674-6706

(4) 回答

説明を求めた者に対し、(1)の提出期限日の翌日から起算して５日以内(土、日及び祝日を

除く。)に、書面により回答する。

18 その他

(1) 建設工事進行中の新庁舎への消防救急デジタル無線基地局の納入及び設置工事（以下、「工

事等」という。）であるため、発注者及び庁舎建設事業者とその工事等の施工につき調整を

行い、円滑に施工を行わければならない。

(2) 工事等の施工に関して生じた損害については、速やかに発注者に報告することとし、受注

者がその損害を賠償しなければならない。

(3) 申請書等に虚偽の記載をした場合は、入札参加資格停止の措置の対象となることがある。

(4) 問い合わせ先

〒７７９－３２２３

徳島県名西郡石井町高川原字高川原66番８

名西消防組合消防本部 総務課

TEL：088－674－6788 FAX：088-674-6706

E-mail：soumu@myozai119.jp

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：http://myozai119.jp/


